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《翻　訳〉

申世カタロニアの寓話集「獣の書」
　　　　　　　　　　（試訳）（3）

三　原　幸　久・訳

Traducci6n　Japo陰esa　dei“Llibre　de　les
B合s亀ies”，　Fabulario　Medieval　Catalan（3）

Yukihisa　Mihara

Acontinuaci6n　de　la　primera　parte　y　la　segur｝da　de　m童£raducci6n　publicada　en　el　mis雛o　Bole．

雛nN丘ms．41　y　44，　en　es£e　articulo　est鋤conte臓idos　ei垂ltimo　capltulo　y　un　es雛dio　de　la　compa．

rac三6n　de　los　episodios　con　las　vers三〇nes　de　otr（）s　fabularios　medlevales．

〔第43章〕7．狐の死について

　狐は王の死をはかることを忘れはしなかったが、宮廷のすべての貴族よりも高い地位を王から

与えられたことは忘れていた。あるN、狐は象に今こそ王を殺す時期だ、自分より他には他の顧

問窟は宮廷にいないから特に実行は簡単だと言った。狐の言葉を長い闘考えた象は、王の殺害に

岡意することに良心の苛責を感じた。しかし、その～方では、狐に従わなかったらば狐はこの陰

謀を暴露し、自分の死をはかるだろうと恐れた。しかし象は王を殺すことに良心がとがめたの

で、とうとう、狐に同意しないことに決めた（9°）。また一方では、たとえ自分が王になったとし

ても、狐は王にしたと岡じ数逆を自分に対してするだろうと恐れ、元からの自分の王に敷逆を犯

すよりも、自分の生命の危険をおかす方を選んだ。このように考えると、象は、狐が計略によっ

て王を殺そうとするならば、自分もこの計画を王に告発して、計略によって狐を殺すことができ

るだろうと独り言を護った（91＞。「もし叛逆が狐の身体のような小さい身体に入るならば、自分の

ようなずっと大きい身体には忠義と知恵と計略が入るはずだ」と言った。

　「象さん、あなたは何を考えていられるのですか。その知識の豊かさと頭の良さを誇る蛇が使

者の役目を終えて帰って来る前に、どうしてあなたは王になろうとしないのですか」と狐は言っ

た。象はこれを聞いて、蛇が帰って来るまでに狐に何かするのを待とう、そうして蛇と共に王に

味方して狐を殺そうと考えた（92）。狐は象がその役割をはかばかしく果たそうとしないのを見て、

蛇がもどり、象が蛇にこのことを明かさないかと恐れ㈹、象に急いで実行しなさい、そうしな

一 117一



「中世カタロニアの寓譜集「獣の書」（試訳）（3）」（三原）

いと、考えもしなかった結果が趨こるでしょうと言った。

　象は狐の計略に大そう恐れ、もし自分が王になった時、狐は自分にどうしてほしいのか知りた

く思った。すると狐は今の王が自分を遇してくれているのと同様に、狐をただ1人の顧問官に、

兎を待従に、孔雀を門衛にしてくれればよいのだと象に言った。狐がその条件を象に護うと、象

は狐にどのようにして王の死をはかるつもりなのかと尋ねた。すると狐は次のように言った。

「猪は人格においても力においても王と岡等だとうぬぼれています。だから私は猪に王を用心す

るんだぞ、王はお前を殺そうとしているよと言ってやりましょう。そしてまた王にも、猪は王に

なりたがっているから猪には用心なさいませと雷いましょう。そして王に猪を殺させましょう。

そして猪が殺され、王が猪との戦いに疲れている時、象さん、あなたは僅かな力で王に打ち勝

ち、かわって王になることができるでしょう」

　狐の考えている方法を闘いて、象は狐をだまそうと考え、狐に次のように言った。「証人なき

約束は無効です。だから狐さん、あなたが私にしてほしいことの約東、すなわち、あなたがただ

1人の顧問宮になり、兎を侍従に孔雀を門衛にするという約東に証人を立てましょう。というの

も謳人がなければ、あなたとの約束を私が拒否した時に、あなたは何の証拠も詩たないでしょ

う。そして、私が王でなく、あなたが王の顧悶官である今、私が授けた名誉を、私が王になって

から私に強いることはできないでしょう」

　狐は象の言葉を長い聞考えた。証人が叛逆のことを暴露しないかと恐れたからである。象は狐

がたいそう疑い深くなっているのを見て、自分の知っている最良の証人は兎と孔釜で、両方共に

狐を恐れている上に、要職につけるのを喜んでおり、決して秘密を暴露するような恐れはないと

狐に言った。狐は象のすすめをもっともと考え、兎と孔雀の前で象は狐に約束し、兎と孔雀は象

と狐に秘密の厳守を誓った。

　この約束の後、象は狐に、兜ず最初猪に、三がお前を殺そうとしていると言い、それからその

後に王に岡じことを言いなさいと助雷した。狐は最初猪の所に話しに行った。そして狐が旛と詣

している聞に象は王の所へ行き、狐が企てていることをすべて王に告げ、王に叛逆心を持ったこ

とに対し王に赦しを求めた。そして、自分は後梅しており、叛逆して王になるよりも、王の窓実

な臣下になっている方を妊んでいるとつけ加えた。王は「どうすれば、象よ、お蘭の霧っている

ことが真実だと確かめることができるのか」と尋ねた。すると象は狐が王の唯一匹の顧問宮とし

て残るように仕組み、生まれつき狐を恐れている兎と孔雀を高い地位につけたことによって知る

ことができますと答えた。「その上に、ライオン様、そのことをより良く証明できることがござ

います。狐は猪の所に行って、陛下が猪を殺そうとしていると告げております。そのあとで、猪が

陛下を殺そうとしていると言いに来ることでしょう。そして狐が言った嘘を猪が本当だと思うよ

うic、猪に高慢な顔付きをしていられるようにと助言することができるでしょう」これらの言葉の

あとで、象は兎と孔雀が王の殺害に岡意したことを知らせた。王はあれほど高い地位につけてたっ

た狐が誤ちと叛逆をはかったことに驚いて次のように言った。「余の父君が書っておられたこと
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を聞いたことがある。大きい王国の王であった余の祖父が地位の高い貴族を打ち倒し、身分幾し

き動物を高い地位に上げてやったが、その動物の中に高い地位につけてもらった猿がいた。その

猿は人闘といく分似ているので王になろうとし、感謝をするかわりに祖父に叛逆を企てたのじ

や」「陛下」と象は言った。「小さなコップにたくさんのぶどう酒は入りません。身分低い者には

偉大な名誉心も偉大な忠誠心もありません。だから睦下が良き顧問富だと儒じておられた狐を殺

し、陛下の王国において陵下が絶対であり、神が睦下に甑統とその職務の故にお与えになった高

貴さを邪悪なる者に屈脹させられないようになさるのがよろしゅうございましょう」

　こう雷ってから、象は、すでに狐が話していた猪の所に行った。そして私は狐がどう濫ったか

をよく知っていると言った。猪は象がよく知っているのに驚いたので、象はすべての事実を話し

た。象が猪に話したいる閥に狐はライオンの所に行き、猪があなたを殺そうとしていると告げ

た。そこでライオンは狐が叛逆を企てていることを知った。王は自分の前に多くの貴族を集めた

が、その中には象、狐、兎、孔雀（9⇔がいた。金員を前にして王は兎と孔雀に畠分が殺された後、

狐になされた約束に証人になった件につき真実を臼状するよう訊閥した。2匹はひどく恐れた

が、狐はそれ以上に恐れて次のように王に言った。「困王陛下、私は陛下の貴族が忠実であるか

どうかを知るために誘惑してみようと象に言われたようなことを謡い、また岡じことを猪にも播

ったのでございます。しかし、兎と孔雀に対しては、象が私のことを悪く雷っているようなこと

を決して言っておりません」狐は兎も孔雀も自分をたいそう恐れているので、王に自分を告発し

たり、真実を暴露したりするようなことは決してしないだろうと信じていたからである。

　狐がこう言った時、王は兎と孔雀にとても恐ろしい顔付きでにらみつけ、大きい捻り声を立て

た。それは偉大な威厳から出る自ずからの偉徳が、兎と孔雀の心に、狐の性質がこれら2匹に対

して持つ影響力以上の力を与えようとしたのであった。ライオンは大きい臆り声を立てて、恐ろ

しげに兎と孔雀に真実を申しのべるよう求めた。そこで2噸匹とも真実を否定することはできず、

真実を王に告げた。そこで王は自分慮身で狐を殺した。

　狐が死ぬとすぐ、王の宮廷は良い状態にもどった。王は象や猪やその他の名誉ある貴族を顧問

官とし、兎と孔雀を追放した。

　フェリックスはこのr獣の書」を書き終えて1人の園王㈹に捧げた。これは動物達のいとな

みの中に、国王がうまく統治する方法、邪悪な顧問宮、嘘つきの側近を警戒する方法がいかに現

わされているかを見、観察してもらうためであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）

　〔『獣の書』の中の寓話〕

　すでに見たように『獣の書』の中に25の挿話が含まれている。再び列挙すると次の通りであ

る。

　1．司教の選挙

　2．国王と伯爵の争い

一一　119一



「中繊カタuニアの寓話集F獣の書」（試訳）（3）」（三原）

3。イスラム教徒の奴隷

4．乙女に変身したネズミ

5．若者とその継母

6。兎とライオン

7．蚤としらみと2入の小姓

8．蛇の害悪

9．国民に憎まれた王

10．司教と参事会

11．　匡i三Eと隠者

12．猿と太鼓

13．鳥と蛇

14。青鷺とカ〉に二

15．国王と聖人と蛇

16．熊と鳥と蛇と人問

17．力と計略の争い

18．身持ちの悪い妻　　　　　　〔挿話中の揮話〕牡牛と狐

19．別の国王に娘をとつがせようとした躍王

20．金持ちの遺産

21．王妃の小聞使い

22．狐とはらわた

23．娘を騎士にとつがせようとした農民

24．動物の言葉のわかる男　　　　　　〔挿話中の挿話〕ろばと雄牛と男

25．おうむと鳥と猿と螢

　次にそれぞれの挿話について、起源と思われる類話は次の通りである。

　（1）　司教の選挙

　訳者は類話を知らない。現実にあったできごとにヒントを得たLlullの創作かも知れない。

　（2）　国王と伯爵の争い

　この大臣の叛逆をテーマにするこの話も、訳者は類話を知らない。伝承的な話ではなかろう。

　（3）イスラム教徒の奴隷

　この話はLlull自身の経験したある事件についての記述だと思われる。Lluilのラテン語の作晶

“Vita　Coetanea”11章1こよれば、　Llullはアラビァ語を学ぶためにイスラム教徒の奴隷を買った

が、Llullの不在の時、キリストに対し濃神的な行為を行ったので、奴隷を殴打した。これを恨

んだ奴隷はLlullの暗殺を図ったと伝えられている。
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　（4）乙女に変身したネズミ

　AT2031C（96）The　man　seel〈s　the　greatest　being　as　a　husband　for　his　daugh£erとして、またわ

が国では「ネズミ（土竜）の嫁入り」の名称のもとに昔話として知られ、また古典では沙石集

7巻22話「貧窮を追たる事（97）」（ただし略本系のみ）以来知られている説話であるが、Llullは

これをCalila　y　Dimnaからとったものと思われる。「カリーラ」の第4章にある「少女に変身し

た土十日ねずみ（9S＞」の話はモチーフ、構成要素の点でほぼ『獣の書』に等しいが、若午物語は

詳細で、Llullはやs話を簡略化したものと思える。

　（5＞若者とその継母

　AT870C＊Stepmother　makes　love　to　stepsonあるいはAT875D＊The　prince’s　seven　wise

teacherにあたるもので、欧州・近東に広く分声する「賢人シンドバッド」系または「p一マ七

賢人物語」系の枠物語に相当する話である。ただLiullはこの物語の発端部分だけを、しかも荒

筋だけで記しているので、策方系の写本（この中には岡じ鴛世紀にカスティリア王アルフォンソ

十世の弟ファドリケFadriqueの訳させた『センデバルel　Sendebar』が含まれている）か西方

系の算本（この場合はフランス語訳された『七賢人物語　Ro登1an　des　seμsages　de　Roma』が最

も有力な源泉と考えられる）かは判別し難い。

　（6）　兎とライオン

　AT92　Llo籍dives｛or　his　own　reflectionにあたる説話で、類似したAT92A｝Hare　as　ambassa－

dor　of　the　moonと共にCalila　y　Dlmnaにあり、Llullはこの話をCalilaの「野兎とライオン（9e）」

からとったものと思われるが、Calilaにあったくじ引きで日に1匹ずつの獣がライオンに食べら

れに行くことを相談協議する個所はLlullで完全に省かれている。またこの寓話はRoman　de

RenardのBranche　Meも似た形で存在する。

　⑦蚤としらみと2人の小姓

　筆者は愚かな模倣を戒めるこの寓話の類話を他に知らない。あるいは類似したCalila　y

Dirnnaの「蚤としらみ（1°°）」の話（At282C＊）にヒントを得たのかも知れない。しかし話の内容

と意味は全く変えられてしまっている。

Cali｝aの話は、いつも人間の血を吸っていてもやわらかく刺すので人に気づかれないしらみが、

蚤をごちそうに招待する。蚤の激しいかみ方に人間は気づいてシ～ツを捜す。蚤はいち早く逃げ

去っているが、しらみが見つかって殺されてしまうという筋で、友に情をかけると自分が害を受

けるというシニックな教訓である。

　⑧　蛇の害悪

　言うまでもなく個約・創世記のアダムとイブの挿話からとられたものであろう。

　（9）国民に憎まれた王

　Llullの創作した寓話と思われる。Llullはこの欄所で悪い薫と顧聞団に対し、民衆の抵抗権を

認めているように思える。
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　⑳　朝教と参事会

　これもLluliの創作した寓話と思われる。

　（11）　国三［1と隠者

　起源の不明な寓話。Llullは隠者の困政への関与を理想的な政治形態と考えている点で興昧深

い。Barlaam　y　Josafatの寓話と若干相い通じる所がある。

　⑫猿と太鼓

　Calila　y　Dimnaの「狐と太it（1°1）」が恐らくは原話であろう。しかし、Calilaは、猿ではなく

主人公が狐であり、最後にYたぶん、最も無価値な奴がいちばん図体が大きく、いちばん大きい

音を出すのではないか」とつぶやく条が残っている。

　（13）鳥と蛇

　AT56　The　fox　through　s｝eight　steals　the　young　magpiesまたはAT56A　The∫ox　threatens　to

pushδow煎he　treeに相当するが、　A　Tに記載する口承説話のモチーフ構成とはかなり異ってい

る。直接的にはCalila　y　D溢naの「鳥とコブラと山犬（1°2）」がその原語であろう。ただ、　Calila

では宝石を盗んで蛇を殺させる智恵を山犬に教えられるが、Llul1では鳥が自からその智恵を思

いつく。また首飾りの所有者はアラビア語のCalilaでは娼婦、古スペイン語のCalilaでは所有

者の身分職業が記されていないが、Llullでは王女となっている。またこの寓話はRoman　de

RenardのBranche　Rにも似た形で存在する。

　⑯青鷺とかに

　AT231　The　heron（crane）毛ransports山e　fishに相当する話で、　Calila　y　Dlmnaの「鷺とかlq

（アラビア語原本では「鵜とざりがに（1㈱）」）によったものであろう。

　⑮　aS　EEと聖人と蛇

　旧約聖書から作り上げた寓話で、もちろん蛇の脱われるわけが書かれた創世記第3章によって

いるものであろう。

　㈲熊と鳥と蛇と人間

　AT160　Grateful　animals，　ungrateful　man，日本では「人間無情」と呼ばれる有名な説話で、民

話としてもユーラシア大陸に広く分布する。Llullは鷹接的にはCallla　y　Dlmnaの「旅僧と金細

工師（1°4＞」によったものであろう。しかし、最初穴の中にいたのは、アラビア語wr　Calllaでは金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タスゴ
銀細工師・虎・蛇・猿であり、スペイン語訳Calilaでは猿と狸と蛇と人闘であるのに反し、

Llullでは熊と鳥と人間と蛇で、人間と蛇以外には共通性がなく、この物語の二次的な登場人物

であることがわかる。

　（1の　力と計略との争い

　他に類話はないが、抽象概念を擬人化した中世になかった寓意劇（moralidades）風の寓話で

あろう。

　⑱　身持ちの悪い妻
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　他に類話はない。恐らくCalila　y　Dimnaの「修道僧と狐と娼婦と床屋の妻」（イスパニア語訳

では「僧と泥棒（le5）」）をまとめて作ったものであろう。しかしこの寓話の意味は必らずしも明

瞭ではない。

　（挿話中の挿話）牡牛と狐

　Calila　y　D呈三nnaの前述の挿話の冒頭で、僧が布を盗んだ泥棒のあとを追って行った時、途中で

見た話として語られるε野山羊の狐」のそっくりそのままの話である。しかし、註働でも書いた

ように、写本Aのみが主人公が牡牛であり、他の写本、訳本はCalilaも共に山羊である。恐ら

く牡牛は綴字の脱落bOUCS→bOUSによるものであろう。

　⑲　別のgeEEに娘をとつがせようとすた国王

　他に類話はなく、Llull自身の作った寓話と考えられる。

　⑳　金持ちの遣産

　起源不明の寓話。多分L韮ullの創作であろう。

　⑳　王妃の小問使い

　この寓話もなんらかの事実識にもとずいてLlullが創作した寓話であろう。

　⑳狐とはらわた

　この寓話も起源を知らないが、少なくとも伝承的な寓話のように思われる。

　㈱娘を騎士にとつがせようとした農民

　この物語のような事実は中世末期の当時には数多くあったものと思われ、これもLlullの見聞

した事実課から創作したものであろう。

　㈱動物の言葉のわかる努

　この挿話中にさらに挿入された挿話「ろばと雄牛と男」を含めて、全体がAT67◎The

animal　languagesに相当し、全撮界に民話として分布する有名な物語である。これはCalila　y

Dimnaにはなく『千夜一夜物語』にあるもので、ほとんどのアラビア語の写本か西欧諸語への

訳本には冨頭の部分に、「牡隼とろばの話（196）」として含められている。ただ『千夜一夜』の物語

はかなり詳細に物語が語られ、また主入公は「大金持ちの商人」となっているが、Llullはこれを

農夫にかえ、また大riiに物語を短かくしている。なおこの話型については、Antti　Aarneがすで

に1914駕Dey　tiersprachenkundige　Maan　u記selne　neugierige　Frau（動物の言葉の解る男と好奇

心の強い女房）と題する比較研究の研究書が出ており、わが国においても、昭和12年に「鳥欝葉

の昔話」という題の柳田躍男の論文が「昔話研究」2巻9号誌上に載っており、昔話の比較研究

の上で意義深い物語である。

　㈱おうむと鳥と猿と螢

　Callla　y　Di皿naの「猿と螢」（イスパニア語訳「螢の話（107）」）から来たものと思えるが、

Calilaでは登場動物が猿と螢と鳥の3匹であるが、　Llullは鳥をおうむにし、さらにおうむのお

せっかいをたしなめる鳥をつけ加えている。
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　以上全体的に言えることは圧倒的にCalila　y　Dlm照から来たものが多く、ROInanδe　Renard

に類話のある話志すべてCalilaにも類話があり、しかもCalilaの方が話の構成要素ははるかに

酷似している。その意味で蟹頭に述べたようにRoman　de　Renardとの類似はほとんど主人公の

名称のみであり、寓話の大部分はこれをCalila　y　Dimnaから得たものと言わなければならない。

しかし、その場舎も、逐語的な引用はほとんどされていず、要約の形でLluli畠身の言葉にして

挿入されたと雷うことができるだろう。

〈注〉

（鱒）　この1籔はイスパニア語訳にはない。

（91）イスパニア語訳では、この1節は簡単に、「そうして手くだと謙酪を用いて狐の死をはかる方がよいと思った」となっ

　　ている。

（舩）　この1締はイスパニア語訳にはない。

（93・）　この1節はイスパニア語訳にはない。

（94）　イスパニア語訳、フランス語訳にはここに猪も含まれている。

（95）多分フランスのフィリップ4徴美貌黒（1253～1314）だと考えられている。

（96）　以下AτはAntti　Aarne＆Stith　Thompson；The　Types　of　the　Folktale，　Helsinki，1962　に登載する謡型番暑で、麟

　際的に若謡を比較研究する際に周いられる。

（97）岩波書店発行・ヨ本憲典文学大系「沙石集jp．499

（銘）　イスパニァ語訳についてはBibliQteca　de　Autores　fSpafioles　Vol．　LI（PA下　BAEと酪す）pt　52、アラビァ語訳につい

　　ては平凡祇刊・東洋文庵331rカリーラとディムナ』pp．191－192

（gg）BAE　p．25，東洋文tw　pp．7（F71

（130）BAE　p．27，東洋文魔pp，7ひ77

（191）BAE　p．22，東洋文蹴p．57

（192）　　BAE　pp．　24，25，東洋文琵蓑pp．67－68，69

（IO3）BA践pp．24－25，東洋文庫pp．67－69

（IO4）BAE　pp．70－71，東洋文庫pp．280－284

（105）BAE　pp．23－24，東洋文庫pp．62－65

（1鰯　最も入手し易いH本語訳として、ilバートン版千夜～夜物語』第1巻（大場正史訳・角川文庫版）pp．58－68

（IO7）　BAE　p。32，東洋文庫p．98
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